













































Sense of accomplishment and uneasiness for the clinical practice that nursing
students find in training





























































































加に同意した 3年生 45 名である。
２．研究期間











































表１  実習に期待すること 


























カテゴリ  ー   サブカテゴリ  ー     コード 
























       表３  実習を通じてうれしかったこと 





































































カテゴリ  ー   サブカテゴリ  ー     コード 
























       表３  実習を通じてうれしかったこと 















      表2  実習に対する不安    
    表４  実習を通じての自分の変化 




























































































































１）アルバート ･ バンデューラ著 ;；訳本明 寛
春木 豊 他訳　激動社会の中の自己効力　金子
書房
２）板野雄二　前田基成編著；セルフ・エフィカシー
の臨床心理学　北大路書房　2002　
３）横山孝子　大澤早苗他；学習過程の分析からみ
た学生の主体性の形成に関する一考察　保健科
学研究誌　No2　59 － 68　2005
４）宮脇美保子　寺岡三左子他；4年生大学におけ
る看護学生の職業的社会化　3 年次の隣地実習に
おける体験に焦点をあてて（第３報）　順天堂大
学医療看護学部　医療看護研究４（１）　2008
82 看護学生が実習で感じる達成感と臨床実践に対する不安
